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昭和61年8月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

8月フ自体)
"-'9日(土)

北電前~中央通り~銀座通り
~新宿通り~市民会館

中央通り~銀座通り~新宿通り
日

魚津神社

16 : 00 

18 : 00 ちびっこ相撲大会
3市 2郡一般青年相撲大会

経団七夕まつり

8月7日附

日8 経団浜19 : 30 

止中諏訪神社20 : 30 たてもん祭り

止中中央通り~文化町16 : 00 舞子~g市

10 日

7・8日雨
天時は9日

魚津港南地区(角川尻補助港)19 : 30 花火大会8月8日幽

諏訪神社20 : 30 たてもん祭り

魚
津
ま
つ
り
行
事
日
程 日

(2) 

10 

市
政
の動
き

中央通り~銀座通り~新宿通り

州
開
催
さ
れ
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

酬
た。

…
マ
吉
田
記
念
魚
津
市
立
郷
土
館
新
築
工

川

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

川

請
負
額
一
億
八
千
百
万
円

山

請
負
者
朝
野
工
業
株
式
会
社

山

工
事
完
成
予
定
日
臼
年
3
月
お
日

山
マ
魚
津
市
立
上
中
島
小
学
校
校
舎
増
改

叩

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
額
一
億
二
千
百
二
十
万
円

請
負
者
株
式
会
社
関
口
組

川

工
事
完
成
予
定
日
臼
年
3
月
日
日

…
日
年
度
請
負
工
事

発
注
状
況

M

(

請
負
額
3
千
万
以
上
9
千
万
未
満
)

…
マ
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
林
道
改
良

凶

工
事
別
又
僧
ヶ
岳
線

開

請
負
額
五
千
三
百
万
円

川

請
負
者
株
式
会
社
大
江
組

川

工
事
完
成
予
定
日
日
年
刊
月
目
白

川
マ
経
団
漁
港
改
修
工
事

M

請
負
額
三
千
六
百
二
十
八
万
円

山

請
負
者
朝
野
工
業
株
式
会
社

凶

工
事
完
成
予
定
日
臼
年
叩
月
幻
白

川
マ
市
道
宮
津
大
海
寺
新
線
道
路
改
良
工

川

事

山

請
負
額
四
千
五
百
十
万
円

山

請
負
者
谷
口
組

山

工
事
完
成
予
定
日

19 : 30 せり込み蝶六踊り街流し8月9日比)

日
年
日
月
m
m
日



昭和61年8月1日発行
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-
新
川
ヴ
ィ

l
ラ

・
加
積
婦
人
会

・
上
野
方
青
年
団

・
新
川
青
年
会
議
所

.
上
野
方
婦
人
会

・
上
中
島
青
年
団

-
道
下
婦
人
会

・
サ
ン
プ
ラ
ザ

.
片
貝
婦
人
会

・
道
下
青
年
団

・
下
中
島
婦
人
会

・
松
倉
青
年
団

・
上
中
島
婦
人
会

・
西
布
施
青
年
団

.
魚
津
市
役
所

・
魚
津
郵
便
局

.
本
江
婦
人
会

・
天
神
青
年
団

.
大
町
婦
人
会

・
住
吉
青
年
団

.
経
団
婦
人
会

・
本
江
青
年
団

.
天
神
婦
人
会

・
西
部
中
学
校
職
員

.
村
木
婦
人
会

・
せ
り
込
み
蝶
六
保
存
会

.
中
央
通
り
商
栄
会
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昭和61年 8月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

あ
な
た
で
す
ノ

き
れ
い
な
街
を
つ
く
る
の
は

私
た
ち
が
毎
日
必
ず
行
う
こ
と
は
、
?

と
関
わ
れ
た
ら
何
と
答
え
ま
す
か
。

食
べ
る
こ
と
、
話
す
こ
と
、
眠
る
こ
と
:
:
:

:
・
様
々
な
答
え
が
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
で
し

ょ、っ
。
で
も
、
意
外
に
忘
れ
て
い
る
の
が
「
ゴ
ミ

を
出
す
」
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
が
出
す
家
庭
ゴ
ミ
は
一
人
一
日
当

た
り
約

8
5
0グ
ラ
ム
と
世
界
で
も
上
位
、

し
か
も
そ
の
処
理
に
年
一
兆
円
も
の
経
費
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
は
国
土
も
狭
く
、
資
源
も
な

い
国
で
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
ル

l
ル
を
守
句
、
自

宅
で
処
理
で
き
る
ゴ
ミ
は
な
る
べ
く
自
宅
で

処
理
し
、
ま
だ
使
え
る
も
の
は
使
う
よ
う
に

し
、
ゴ
ミ
の
量
を
少
な
く
し
て
明
る
く
美
し

い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。

4
司不
法
に
出
さ
れ
た
多
量
の
事
業
所
系
ゴ

(4) 

て
が
片
付
い
て
し
ま
う
。
と
私
た
ち
は

思
い
が
ち
で
す
。
確
か
に
収
集
車
に
積

み
込
ま
れ
れ
ば
ゴ
ミ
は
目
の
前
か
ら
姿

を
消
し
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
の
ゴ
ミ
処
理
は
そ
こ

か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
が
ゴ
ミ
排
出

時
に
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
収
集
後
の
ゴ
ミ
処
理
作

業
が
ぐ
っ
と
や
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。

収
集
作
業
は
、
朝
8
時
却
分
か
ら
開

始
し
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
収

集
コ

l
ス
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
一
定
の
時
刻
に
各
集
積
場
へ
行

く
と
怯
限
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
は
8
時
ま
で
に
出
し
、
収
集
後

に
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
前
日
に
ゴ
ミ
を
出
す
こ
と

は
夜
の
う
ち
に
の
ら
犬

・
猫

・
カ
ラ
ス

な
ど
が
袋
を
食
い
破
り
、
ゴ
ミ
を
散
ら

か
し
た
り
、
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
り

し
て
、
近
所
迷
惑
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
は
集
積
場
に
出
し
て

し
ま
い
さ
え
す
れ
ば
す
べ

-雨の日はダンボールだけでなく

ビニール袋に入れてくださいネ

ごみ袋小さい人ほと;i自慢顔
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(一般廃棄物)処理の流れ

昭和61年8月 1日発行

コミ

どうして

いますかっ

。青島海岸道路の清掃活動

-
富
山
県
内
で
は
最
近
5
年
間
で
建
設
廃
材
が
悶
万
ト
ン
か
ら
別
万

7
千
ト
ン
に
も
増
加
し
、
そ
れ
ら
の

不
法
投
棄
に
よ
る
検
挙
数
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
山
間
部
な
ど
に
す
て
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

自
己
搬
入

利

用

-下椿一般廃棄物最終処分場

企ひろっても、ひろってもおちて いる空カン企不燃物の選別。いろいろなゴミが混っていて大変です。

お
盆
の
ゴ
ミ
収
集

し
尿
く
み
取
り
ご
案
内

※
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
ゴ
ミ
焼
却

場
)
で
は
、

8
月
日
日
幽

・
8
月
日

日
出
の
両
日
は
、
点
検
整
備
の
た
め

休
み
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
8
月

日
日
幽

・
8
月
日
日
出
の
ゴ
ミ
収
集

は
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
し
た
が
っ
て
8
月
日
日
幽
の
収
集

地
区
は
凶
日

ωに、
8
月
日
日
出
の

収
集
地
区
は
初
日
闘
の
収
集
と
な
り

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集

8
月
比
日
嗣
か
ら
日
日
出
の
3
日

間
収
集
を
休
み
ま
す
。
こ
の
た
め
8

月
M
日
側
、
日
日
幽
の
金
物
類
の
収

集
地
区
は
日
日
開
に
繰
り
上
げ
し
、

日
日
出
の
陶
器

・
ピ
ン

・
電
池
類
の

収
集
地
区
は
四
日
幽
に
繰
り
下
げ
て

そ
れ
ぞ
れ
収
集
し
ま
す
。

※
し
尿
く
み
取
り
収
集

8
月
比
日
同
か
ら
は
凶
日
出
の
3
日

間
中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
し
原
処
理

場
)
が
点
検
整
備
の
た
め
、
し
尿
の

投
入
処
理
を
休
み
ま
す
。
こ
の
た
め
、

帰
魚
津
環
境
衛
生
で
は
、
こ
の
期
間

の
く
み
取
り
作
業
を
休
み
ま
す
か
ら
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(5) 
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Sしと
下

〈
シ
リ
ー
ズ

く
ら
し
と
下
水
道
凶

l
完
全
な
排
水
設
備
を

つ
く
る
に
は

l

完
成
し
た
下
水
道
施
設
が
十
分
に
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
水
洗
便
所

な
ど
の
排
水
設
備
は
完
全
な
も
の
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
排
水
設
備
の
新
設

・

改
良
工
事
を
実
施
す
る
と
き
に
は
、
市

の
下
水
道
課
の
確
認

・
検
査
を
受
け
る

ほ
か
、

「
下
水
道
指
定
工
事
庖
」
で
行

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
確
認
・
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 水

道

企島鰹由。

工
事
を
行
う
と
き
に
は
、
市
の
下
水

道
課
で
設
計
書
な
ど
の
確
認
を
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
工
事
が
完
了
し
た

と
き
に
は
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
工
事
が
定
め
ら
れ
た
規
則
、

工
法
な
ど
を
守
っ
て
、
適
正
な
構
造
の

設
備
を
つ
く
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

も
し
、
完
成
し
た
設
備
が
不
完
全
で
あ

っ
た
り
、
工
事
が
適
正
で
な
か
っ
た
り

し
ま
す
と
、
使
用
す
る
人
に
不
便
を
か

け
る
ば
か
り
で
な
く
、
下
水
道
施
設
の

機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
す
。-
工
事
は
「
下
水
道
指
定
工
事
唐」

て
「
下
水
道
指
定
工
事
虐
」
は
、

4
貝
任

あ
る
施
工
。
を
行
え
る
工
事
庖
と
し
て

市
が
認
定
し
た
工
事
庖
で
す
。
「
下
水

道
指
定
工
事
庖
」
は
一
定
水
準
以
上
の

技
術
を
修
得
し
、
十
分
な
機
械
と
技
術

者
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
下

水
道
指
定
工
事
庖
」
は
市
へ
の
工
事
の

確
認

・
検
査
な
ど
の
手
続
き
を
代
行
し

ま
す
。

も
し
、
「
下
水
道
指
定
工
事
庖
」
以

外
の
工
事
屈
で
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

工
事
の
や
り
直
し
ゃ
改
善
を
し
て
も
ら

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

え」い
。
-
工
事
が
不
完
全
で
す
と
:
:
:

O
ゴ
ミ
や
汚
物
が
排
水
管
や
ま
す
に
つ

ま
り
、
不
衛
生
で
す
。

O
排
水
管

・
ま
す
が
す
ぐ
に
こ
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

O
悪
臭
や
ガ
ス
が
家
の
な
か
に
逆
流
し

て
き
ま
す
。

0
.コ
ミ
や
土
砂
が
流
れ
こ
み
や
す
く
な

り
ま
す
。

O
正
常
に
作
動
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す。ヘ
次
回
は

「水
洗
化
改
良
工
事
の
J

/
手
順
」
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。
」

(6) 

日
本
下
水
道
事
業
団

下
水
道
技
術
検
定
受
検
案
内

。
検
定
実
施
日
時

・
検
定
の
区
分
及
び

対
象
検
定
日

。
受
検
資
格

受
検
資
格
に
つ
い
て
制
限
は
な
く
、

だ
れ
で
も
受
検
で
き
ま
す
。

。
受
検
申
込
期
間

昭
和
白
年
8
月
日
日
か
ら

昭
和
日
年
8
月
お
日
ま
で

O
技
術
検
定
実
施
場
所

東
京
都
、
新
潟
市
、
名
古
屋
市
、
大

阪
市
な
ど
全
国
叩
都
市
の
う
ち
受
検

申
込
者
の
希
望
す
る
1
都
市
。

。
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
内
下
水
道
課

に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
や
試
験
科
目
、
試
験

の
方
法
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市

役
所
内
下
水
道
課
宮
②
2
2
0
0
附
内

線

2
9
6
番
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一一l
i
p
-，
蜘

膨

ト

l
i
l
-
-
式
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
良
好
な

…

管
理
が
行
わ
れ
で
も
、
水
質
の
基
準

一

J
i
浄
化
槽
が
あ
る
か
ら
、

て
、
浄
化
槽
は
そ
の
多
く
が
し
尿
の
み
は
、
印
人
槽
以
下
の
小
規
模
な
も
一

得

う

ち

は

下

水

道

は

い

を
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
す
。

の

で

は

B
O
D
(
生
物
化
学
的
酸
素

…

市

山

、

ぜ

家
庭
用
浄
化
槽
に
は
、
ト
イ
レ
か
ら
要
求
量
)
の
除
去
率
臼
軒
以
上
、
放

~

ポ

心

ら

な

い

と

い

う

人

力

目

、

。

、

4

1

の
排
水
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
浄
化
槽
流
水
B
O
D
ω
切
以
下
と
規
定
さ
れ

い

τ1
い
る
が
:
:
:

-

、
台
所

・
風
巴

・
洗
た
く
排
水
な
ど
て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
、
下
水
道
で

~

自
分
の
家
に
は
浄
化
槽
が
あ
っ
て
の
生
活
排
水
も
あ
わ
せ
て
処
理
す
る
合
の
処
理
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
。

ぃ
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
併
浄
化
槽
と
が
あ
り
ま
す
。浄
化
槽
は
、
で
す
か
ら
、
浄
化
槽
は
下
水
道
に

~

川
別
に
下
水
道
を
整
備
し
な
く
て
も
い
汚
水
を
微
生
物
の
働
き
で
水
分
と
残
り
か
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

川

い
、
と
誤
解
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
か
す
の
汚
泥
と
に
分
解
さ
せ
、
さ
ら
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
過
渡

~

山
ん
か
。

き

れ

い

に

な

っ

た

水

だ
け
を
と
り
出
し
的
な
施
設
と
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ
…

こ
の
浄
化
槽
と
下
水
道
の
違
い
は
て
、
側
溝
・河
川
な
ど
に
放
流
し
ま
す
。

て
、
衛
生
的
で
文
化
的
な
生
活
と
、

川
何
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
下
水
道
が

い
わ
ば
、
小
型
の
し
尿
処
理
場
と
い
う
周
辺
環
境
を
守
る
こ
と
は
、
下
水
道

一

~
家
庭
か
ら
発
生
す
る
す
べ
て
の
汚
水
こ
と
が
で
き
、
処
理
の
方
法
に
よ
っ
て
の
整
備
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ

川
を
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
は
、
下
水
道
の
終
末
処
理
場
と
似
た
方
ん
。

一

昭
和
白
年
日
月

9
日

45ヵ、 9 30カ， 9 
分ら時 分ら時

時ま 1230 ま 1630
で時分 で時分

技師輪定 三種第 術積定技 極ニ第 術横定技 種ー第 検定分d匡〉

術必理下水道 術技る めに 理督管計及び下水道 術必要と 計行を 下水道 検
要と 行を・ 定
さう σコ 要必 行を工の

れさ たう の計画Z生
の

れた持維β届立 と 事実施設
対

るめ さう σコ るめ 象
技に れた監 技に
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園
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
一
口
医
学
、
ガ
ン
に
か
か
ら
な
い
た
め

の
日
常
生
活
ロ
条
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
口
-
民
一
堂
d

い
い
ま
す
。
こ
れ
は
し
ゃ
っ
く
り
で
死

-LIl
i
-
-
u
uー
し
卜
|
|
|
ぬ
わ
け
で
は
な
く
、
一
一
一
日
も
し
ゃ
っ
く

長

び

く

し

ゃ

っ

く

り

り
が
続
く
の
は
、
何
か
重
い
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
警

告
で
す
。
肝
炎
、
肝
が
ん
、
噴
門
け
い

れ
ん
な
ど
、
横
隔
膜
に
接
触
し
て
い
る

肝
臓
や
胃
の
病
気
が
原
因
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
脳
し
ゅ
よ
う
な
ど

に
伴
っ
て
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
し
ゃ
っ
く
り
が
長
び
け
ば
食
事

も
十
分
に
と
れ
な
い
た
め
衰
弱
し
、
不

安
感
も
高
ま
り
ま
す
。
特
に
老
人
の
場

合
は
要
注
意
。
早
く
医
師
の
治
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

し
ゃ
っ
く
り
が
、
横
隔
膜
(
お
う
か

く
ま
く
l
胴
体
の
中
央
部
で
、
胸
と
腹

を
へ
だ
て
て
い
る
筋
肉
性
の
膜
)
の
け

い
れ
ん
性
収
縮
に
よ
っ
て
お
こ
る
こ
と

は
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

あ
わ
て
て
食
事
を
し
た
り
、
急
に
熱

い
も
の
を
飲
み
こ
ん
だ
と
き
な
ど
に
な

り
や
す
い
の
で
す
が
、
た
い
て
い
数
分

で
お
さ
ま
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
二
日
も
三
日
も
続
く
し
ゃ

っ
く
り
も
あ
り
、
俗
に
「
し
ゃ
っ
く
り

が
三
日
続
け
ば
、
命
が
危
い
」
な
ど
と

i向型))) 
~ート 包

{占耳二f 皮の
仮戸 j塗 に姿
セ焼つ酢焼

くてをは

魚
の
姿
焼
き
を
き
れ
い
に
焼
く
た

め
に
は
、
塩
を
し
た
あ
と
に
じ
み
出

て
く
る
水
け
は
、
よ
く
ふ
さ
取
り
、

皮
に
薄
く
酢
を
塗
っ
て
お
き
ま
す
。

こ
う
す
る
と
焼
き
網
に
も
つ
か
ず
、

焼
き
あ
が
っ
た
と
き
、
皮
に
つ
や
が

出
ま
す
。
ひ
れ
や
尾
に
は
た
っ
ぷ
り

化
粧
塩
を
つ
け
、
全
体
に
も
塩
を
ひ

と
ふ
り
し
ま
す
。
化
粧
塩
は
焼
く
直

前
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ガンにかからないための日常生活12条
.ガンといえども、 防ぐ手はあるのです。日常生活の中でガンにならない工夫をしまし ょう。

あまり熱いものは

食べない

. . 適量のビタミンA・

C.Eとたくさんの

繊維をとる

(，可 11 1¥¥__一戸「

I寸¥.110.¥μ袖ム
{ ¥.(.メダベ . ~ L 

力ビのはえたものは

食べない

(7) 
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一一一
一一
畑一軒
餐
掛
川
一漁船刑法
一一一一
一一

受
付
け
は

8
月
間
日

i
n固
ま
で

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
は
、

8
月
間
日
か
ら

8
月

幻
日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
市
社
会
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
か
ら
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

も
し
、
こ
の
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
手
当
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

次
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
四
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
又
は

養
育
者
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
が
死
亡
し
た
児
童

『
花
の
写
真
展
』

市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
花
を
対

象
と
し
た
写
真
展
を
、
日
月
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

E 

"7J &嬬.小六1
，'，ぷ完詩句Fつぜ:ぷ!ぜ.. 足-
令弘司島!
?ミrI知ミハ己-tパんf勺-通|

右i'11川げ7・
rマ--・11が 11....rャ・圃， .' ":;: 、河

②
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

③
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

④
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
な
お
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
や
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
月
額

児
童
一
人
の
場
合
三
三
、
七

O
O円

児
童
二
人
の
場
合
三
八
、
七

O
O円

児
童
三
人
の
場
合

一
人
に
つ
き
二
、

0
0
0円
加
算

な
お
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
一
部
制

限
が
あ
り
ま
す
。

-、
中二 回

み
な
さ
ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

一
、
対
象
と
す
る
花

市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
花
(
か

の
こ
ゆ
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
等
)

又
は
花
の
風
景
、
花
と
の
生
活
な

ど。
一
、
作
品
一
枚
写
真
(
四
ッ
切
り
、

カ
ラ
ー
写
真
)

一
、
応
募
資
格
魚
津
市
民
で
作
品

は
自
作
に
限
る
。

一
、
応
募
点
数
一
人
3
点
以
内

一
、
締
め
切
り

9
月
刊
日

一
、
送
り
先
魚
津
市
釈
迦
堂
一
ー

十
ー
一
魚
津
市
役
所
農
政
課

(包
②
2
2
0
0
内
線
側
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

初
歳
未
満
で
次
の
よ
う
な
児
童
を
養

育
す
る
父
母
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
(
身
体

障
害
者
手
帳
一
、
二
、
一
ニ
級
の
一

部
)

②
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
児
童

(
療
育
手
帳
A
、
B
の
一
部
)

手
当
月
額

重
度
障
害
ご
級
)
四

O
、八

O
O円

中
度
障
害
(
二
級
)
二
七
、
二

O
O円

dELSE--h 

マ
受
験
資
格

昭
和
白
年
3
月
別
日
ま
で
に
満
日
歳

以
上
に
な
る
者
で
、
次
の
川
か
ら

ω

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
。

ω現
在
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学

を
猶
予
若
し
く
は
免
除
を
受
け
て
い

る
者
又
は
以
前
に
受
け
た
者
。

ω旧
尋
常
小
学
校
又
は
旧
国
民
学
校
へ

の
就
学
猶
予
又
は
免
除
を
受
け
た
者

ω義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な
か

っ
た
者
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予
又

は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
猶
予

又
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
っ
た
と
文

部
大
臣
が
認
め
た
半
句

マ
試
験
科
目

中
学
校
の
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語
(
英
語
)
履
修
程
度

(
な
お
、
外
国
語
は
、
願
い
出
に
よ

り
ド
イ
ツ
語
又
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。)

マ
願
書
受
付
期
間
、
受
付
場
所

8
月
日
日
聞
か
ら
9
月
刊
日
附
ま
で

(
日
曜
日
を
除
く
)

富
山
県
教
育
委
員
会

マ
試
験
期
日
、
会
場

日
月
7
日
幽

富
山
県
教
育
長'一員
会
が
願
書
を
受
理

し
た
と
き
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
願
書
の
用
紙
は
、
富
山
県
教
育
委
員

会
に
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い

て
く
だ
さ
い
。

〔
郵
便
に
よ
る
場
合
は
返
信
用
封
筒

(ω
円
切
手
を
は
っ
た
も
の
)
を
添

え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
〕

マ
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
教
育
委
員
会
指
導
課
学
事
係

官

(
0
7
6
4
)
⑪
4
1
1
1

内
線
2
7
6

魚
津
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

宮
②
2
2
0
0

内
線
3
0
6

8
月
間
日
は

「
道
の
日
」
で
す
。

(8) 

8
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
、

ま
た
、
今
年
か
ら
8
月
刊
日
は
「
道

の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
、
ふ
だ
ん
見
過
ご
し
て
い

る
道
路
の
役
割
に
目
を
向
け
て
み
ま

し
ょ
う
。「

市
民
の
た
め
の

教
養
セ
ミ
ナ
ー
」

後
期
開
講
の
お
知
ら
せ

O
英
会
話
〔
入
門
コ

l
ス
〕

毎
週
木
曜
日
(
同
一
犯
i
m
w
一
却
)
m回

9
月
日
日
附
1
1
月
初
日
嗣

O

〔
基
礎
コ

l
ス〕

毎
週
木
曜
日
(
口

一
却

l
m
一
初
)
日
回

9
月
時
日
附
1
日
月
初
日
附

講
師
ケ
ン
ト
・プ
ラ
ム
リ
l
(
洗
足

学
園
魚
津
短
期
大
学
専
任
講
師
)

O
場
所
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
魚
津

O
費
用
問
回
分
五
千
円

。
締
切

9
月
叩
日
附

(多
数
の
場
合
は
先
着
順
)

O
申
込
先
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

O
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏

名
・
年
令
・
職
業

・
講
座
名
を
記

入
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



く
ら
し
の
な
か
に
図
書
館
を
:
・
⑤
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盆
す
ぎ
て

育

聞

く

ら

し

虫

の

声

芭

蕉

立
秋
、
魚
津
祭
り
と
過
ぎ
る
頃
に
は

暑
さ
の
中
に
も
、
小
さ
な
秋
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

夏
の
疲
れ
が
で
て
き
た
ら
、
体
を
休

め
な
が
ら
、
読
書
は
い
か
が
で
す
か
。

角
栄
と
真
紀
子
の
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
上
之
郷
利
昭

プ
リ
ン
セ
ス
・
ダ
イ
ア
ナ
百
科

ラ
イ
ト

・
ブ
レ
ー
ン
編

成
功
語
録
川
ヶ
条

若

山

節

仔

広報うおづあなたと市政をむすぷ

世
界
の
屋
根
を
歩
く
ピ
l
夕

|
-
ヒ
ラ
リ
ー

オ
フ
ィ
ス
・
マ
ナ

i

遠

藤

周

作

料
理
好
き
は
老
い
上
手

東

畑

朝

子

だ
れ
で
も
わ
か
る
歎
異
抄

花
山
勝
友

収
納
と
整
理
の
大
百
科

主
婦
の
友
デ
ラ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ

い
じ
め
か
ら
の
脱
出

遠

藤

豊

吉

夏
の
赤
ち
ゃ
ん
服

心
が
疲
れ
た
と
き
読
む
本

紀
野
一
義

ラ
ー
メ
ン
・
冷
や
し
中
華
・
つ
け
め
ん

衣
食
住
の
い
い
モ
ノ
選
ぴ
の
コ
ツ

戸

野

村

操

ア
イ
デ
ィ
ア
木
彫
り
教
室

木
村
鎮
雄

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
子
守
傘

尾

崎

隆

C
D
を
買
う
前
に
読
む
本

山
川
正
光

元
気
つ
子
が
育
つ
家
庭
料
理堀
江

マ
小

説

恋
横
丁
恋
暦

穣
土
荘
厳
上
・
下

風
転
草

コ
ン
タ
ク
ト

嵐
山
光
三
郎

杉

本

苑

子

米
谷
ふ
み
子

上
・
下カー
ル

・
セ
l
ガ
ン

こ
の
夏
、
行
動
派
の
方
に
お
す
す
め

す
る
本
で
す
。

渓
流
釣
り
と
川
の
旅

〈中
部
編
〉

街
歩
き
読
本
京
都

全
国
ド
ラ
イ
ブ
情
報

旅
の
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク

渡

部

雄

吉

山
岳
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
走
る安
細
錬
太
郎

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
・
バ
イ
ブ
ル

チ
ャ
ッ
ク

・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間

ま
で
で
す
。
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ど
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売
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。
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マ
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大
町
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下
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か
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「
老
遊
の
館
」
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設
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代
の
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齢
者
の
方
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の
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な
分
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で
の
活
躍
ぶ
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が
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か
れ
ま
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が
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陰
に
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っ
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健
康
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の
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気
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が
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ま
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に
、
不
本
意
な
時
を
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ご
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方
は

い
ら
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し
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婦
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推
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員
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し
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市
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に
大
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委
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協

力
を
得
て
、
次
の
要
項
に
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「
老
遊
の

館
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開
設
し
ま
す
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開
催
場
所
大
町
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民
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開
催
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昭
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岡
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問い合わせは、魚津市健康センター ft24-3999 
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※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 f円i 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

母 親 学 級 妊婦とその家族 8月22日幽 9:30-16:00 -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー参 昼食をご持参ください。

4か月児健診 4か月児
8月21日(柑 13 :00-13: 30 

魚津市健康
8月28日(柑 13:00-13:30 

8か月児健診 8か月児 8 月 27 日~j()
センター ツベルクリン反応検査

13:00-14:00 ーーーー・ーー・ー・ー・・・・・ー・・ー・・ー一一歩
を併せて行います。

離乳食講習会 8か月児 8月29日幽 13 :00-15 :00 麻しん(はしか)の接種
「→

1歳6か月児健診 60年 1月生まれの幼児 8月26日(刈 13 : 00 -14 : 00 ーーー・・・ー-ーー-.--・・ーー------ 券を発行します。

股関節脱臼検診 3か月児
8月 7日(柑 13: 00 -13 : 30 

9月 4日嗣 13: 00 -13: 30 

58.7.16-58.7.31生まれの幼児 8月 6目。同 13 :00-14: 00 
魚津保健所

3歳児健診 58.8.1-58.8.15生まれの幼児 8月20日(7附 13 :00-14: 00 ーーーーーーーーーーーーーーーー---------l砂尿の検査があります。

58.8.16-58.8.31生まれの幼児 9月 3日か同 13 :00-14: 00 

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 8月22日幽 9:00-12:00 

機 首E ヨ11 練 脳卒中後遺症のある人
8月 7日(柑 10 : 00 -15 : 00 魚津市健康 ⑥訓練は10:00-12:00 

〈リハビリテーション〉 8月21日(村 10 :00-15 :00 センター @診察は13: 00 -14 : 00 

健 康 相 畳員火史 一般市民
8月 7日(柑 13 : 00 -15 : 00 魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検尿・

8月 5日(刈 10 : 00 -11 : 30 百楽荘 診察が受けられます。

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館
⑥体操の出来る服装で

健 康 体 操
毎週月 ・木曜日 9:30-11:00 経団公民館

おいていください。
毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館

と 一般市民 毎週水曜日 9:30-11:30 魚津市健康センター
円男性も参加してくださ

毎週月曜日 道下公民館
し、。

健 康 相 談
10 : 00 -11 : 30 

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 西布施公民館
@日をきめて健康相談

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館
も実施しています。

ツベルタリン反応 8か月児 8月27日休) 13: 30-14: 00 魚津市健康センター

B.C.G予防接種 8か月児 8月29日幽 13 :00-14: 00 魚津市健康センター

8月 1日幽 9:30-11:30 大光寺公民館

8月 1日幽 13: 15 -15: 00 農協下野方支所

8月 5日(刈 9:30-11:30 魚百津市楽福祉荘センター 〈注意事項〉

イ主 民 検 診 8月 5日(刈 13: 15 -15: 00 本江公民館 @ 結核検診のときは
8月 8日幽 9:30-11:30 常徳寺

受診票を必ず持参〈
8月 8日幽 13: 15 -15: 00 魚津市民会館

(結核と 診) 一般市民 8月19日(刈 13: 15 -15: 00 魚津市民会館⑮ ださい。

成人病検 8月20日ヤ同 9:30-11:30 大町小学校 ⑧ @ 成人病検診受診の

8月20日ヤω13: 15 -15: 00 大町小学校 ⑧ とき、健康手帳をも

8月22日幽 9:30-11:30 村木小学校 ⑧ っている人は持参〈
8月22日幽 13: 15-15:00 村木小学校 ⑧ 

ださい。
⑧は成人病検診も 9月 2日(刈 13: 15 -15: 00 日カ厚生会館⑧

あります。
9月 5日幽 9:30-11 :30 村木公民館 ⑧ 

9月 5日幽 13: 15 -15: 00 村木公民館 ⑮ 

保健栄養学級 一般市民
9月 2日(火) 13: 30-16: 00 鹿熊公民館

8月29日働 13: 30 -16: 00 大町公民館

一一 。。
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以
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の
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に
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検
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通
事
故
が
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毒
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-
ス
ピ
ー
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は
ひ
か
え
目
に

ヘルメットの着用が

義務づけられました
ヘルメ ットをかぶらないで、原動機

付自転車を運転してはならない(違反

点、 1点)(自動二輪車の同乗者不着

用も同じ )

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
事
故
の
原

因
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
死
亡

・
重

大
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。

時
速

ωキ
ロ
の
場
合
は
1
秒
間
に
日

.
1
メ
ー
ト
ル
も
走
る
こ
と
を
御
存
知

で
す
か
。
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
制
動
距
離
が
長
く
な
り
ま
す
の

で
、
事
故
を
避
け
る
こ
と
が
む
ず
か
し

く
な
り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
目
に
し
ま
し
ょ

、っ
。

魚津市内の交通事故概況
61年 7月10日現在

託之三 件数 死者 傷者
昭和61年 104 3 116 

昭和60年 88 111 

増 j成 +16 + 2 + 5 -
飲
酒
運
転
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

今
年
も
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
酒
を
飲
ん

で
車
を
運
転
し
ま
す
と
注
意
力
や
反
応

動
作
が
鈍
り
、
ま
た
ス
ピ
ー
ド
感
が
な

く
な
る
た
め
、
平
気
で
ス
ピ
ー
ド
を
出

す
よ
う
に
な
る
な
ど
非
常
に
危
険
で
す
。

酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
、
絶
対
に
車
を

運
転
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

周
り
の
人
も
車
を
運
転
さ
せ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

交通事故の特徴

(1) 死亡事故が3件も発生し、昨年
より 2名の増加

(2) 国道8号線で30件の人身事故が

あり、そのほとんどが脇見等前方

不注意による追突事故である。

(3) 中学生以下の子供の事故が11件
発生、また老人の事故が16件で2

名の死者を出しております。

。1)



昭和61年 8月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

み
ん
砲
の

ま.漏

E
V

第35岡市民体育大会
各種目に熱戦を展開

V総合開会式 〈総合体育館〉

西部中学侠ブラスバンドにより入場行進する選手

魚
津
市
ス
。
ホ

l
ツ
ク
ラ
ブ
及
び
指
導
者
を
表
彰

7
月
初
日
開
催
さ
れ
た
市
民
体
育
大

会
の
開
会
式
上
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

⑥
教
育
委
員
会
表
彰

-
魚
津
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
(
代
表
・

大
沢
浩
司
)

・
魚
津
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(
代
表
・

大
嶋
儀
ご

⑨
財
団
法
人
魚
津
市
体
育
協
会
表
彰

.
魚
津
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
水
球
チ
ー

ム
(
代
表
・岡
田
功
)

・
村
木
鉢
道
チ
l
ム
(
代
表
・
棚
橋
正

富
)
神
保
貞
雄
(
柔
道
)

第
お
回
魚
津
市
民
体
育
大
会
(
魚
津

市
・
魚
津
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人

魚
津
市
体
育
協
会
主
催
)
が
7
月
初
日

制
に
行
わ
れ
た
。

競
技
開
始
に
先
立
ち
、
魚
津
市
総
合

体
育
館
に
お
い
て
8
時
初
分
か
ら
総
合

開
会
式
を
行
い
、
市
内
各
競
技
会
場
に

移
動
し
て
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

雨
の
降
る
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

中
止
さ
れ
る
競
技
も
な
く
、
幻
種
目
七

千
五
百
人
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

競
い
合
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、

8
月
9
日
出
か
ら
開

催
さ
れ
る
第
ぬ
回
富
山
県
民
体
育
大
会

の
予
選
も
兼
ね
て
お
り
、
こ
の
結
果
、

幻
種
目

m人
の
魚
津
市
の
代
表
選
手
が

決
定
し
た
。

昨
年
の
県
民
体
育
大
会
の
成
績
(
日

郡
市
中
8
位
)
を
上
回
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

h
v
m
m
自
由
型
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

《総
合
体
育
館
温
水
ブ
ー
ル
V

雨
の
中
、
力
定
す
る
一
般
女
子
制

m

a
司

会

ロ

田

グ

ラ

ウ

ン

ド

v

'『

担
fr
.

4

第
叩
回
初
歳
以
上

軟
式
野
球
大
会

(12) 

魚
津
市
野
球
協
会

8
月
日
目
白
・
げ
日
同

西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

市
内
に
在
住
す
る
昭
和

勾
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
初
名
以
内

で
チ
ー
ム
編
成

マ
参
加
料
五
、

0
0
0円

マ
参
加
申
込
み
側
吉
田
塗
装
内
野
球

協
会
事
務
局

宮

@
7
7
6
6

マ
申
込
み
締
切
日

8
月
4
日
間間
5
時

8
月
5
日

ω
総
合

体
育
館
開
6
時
初
分

マ、王
マ
と
マ
と
こ
ろ

マ
参
加
資
格 き催

マ
代
表
者
会
議

第

6
回
魚
津
市

心
身
障
害
児
働
水
泳
教
室

マ
対

象

市
内
在
住
の
心
身
障
害
児

働
(
児
童
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
同
伴
を
原
則
と
し

ま
す
。)

8
月
2
日
出
・

8
月
5
日

ω・
8
月
7
日
嗣
・

8
月

8
日
働
午
前
日
時
i
日
時
初
分
ま
で

市
総
合
体
育
館
内
温
水
プ

l
!
?
ν
 

市
社
会
福
祉
課
へ
申
込
み

く
だ
さ
い。

無
料

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
申
込
み

マ
受
講
料
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ー

ー

9
月
の
歩
-
で
つ
会
ーー

9
月
の
歩
こ
う
会
は
、

7
日
制
に
、

片
員
方
面
で
三
世
代
交
流
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
行
い
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
、
午
前
8
時
発
パ
ス
で

東
蔵
(
終
点
)
下
車
約
3
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
上
流
の
奥
平
沢
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
広
場

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
付
近
の
野
山
な
ど

を
散
策
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前
7
時

ω

分
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
会
費
三
百
円
。
交
通
費
は
各
自

負
担
(
昼
食
持
参
)

魚
津
市
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業

『
由
美
か
お
る
』

ー
ー
健
康
体
操
教
室
開
講
|
|

魚
津
市
リ
ズ
ム
体
操
教
室
開
講
叩

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
テ
レ
ビ
等

で
お
な
じ
み
の
女
優
。
由
美
か
お
る
。

氏
を
お
招
き
し
て

『西
野
式
呼
吸
法

健
康
体
操
教
室
』
を
開
講
い
た
し
ま

す。

リ
ズ
ム
体
操
に
関
心
の
あ
る
方
、

ど
う
ぞ
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

8
月
M
日
同

午
前
9
時
ぬ
分
か
ら

市
総
合
体
育
館

マ
受
講
料
無
料

マ
募
集
人
員

二
O
O名
(
定
員

に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
句)

マ

問

い

合

わ

せ

先

-

・
市
教
委
体
育
課

宮
⑫

一

2
2
0
0
(内
線
制
)
干

.
総
合
体
育
館

宮
②
1
2
6
3

マ
と
こ
ろ

|

|

一
泊
歩
こ
う
会
|
|
|

慕
情
ゆ
た
か
な
山
里
「
越
中
五
箇
山
」

で
初
秋
の
一
夜
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

.ヵ
五
箇
山
は
百
数
十
年
も
経
っ
た
今
日

な
お
私
達
に
静
か
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

マ

日

程

9
月
比
日
日
1
日
日
(
敬

老
の
日
)
1
泊
2
日

マ
と
こ
ろ
東
砺
波
郡
平
村
相
倉
(
民

宿
勇
助
)

8
0
7
6
3
@
2
5
5
5
 

マ
集
合
場
所
西
部
中
学
校
前午
前
9
時

マ
参
加
資
格
歩
こ
う
会
会
員
及
び
一

般
市
民
の
男
女

マ
申
込
方
法
参
加
希
望
者
は
、
歩
こ

う
会
役
員
ま
で
会
費
を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
(
締
切
り
は
8
月

末
日
)

マ
募
集
人
員
町
名
(
但
し
定
員
に
達

し
次
第
締
切
り
ま
す
)

マ

会

員

一

一

、
0
0
0円
(交
通

費

・
宿
泊
費

・
保
険
料
・

日
日
の
昼
食
弁
当
含
む
)

マ
装
備
比
日
の
畳
食

・
下
着

・
洗

面
用
具
・
雨
具
・
噌
好
品
・

懐
中
電
灯
な
ど
。

マ
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

・

瀬

川

益

弘

包

③

0
2
6
9

・
小

坂

圭

吾

宮

②
2
7
5
8

・
山
本

晃

正

宮

⑫
3
0
7
7

・
五

島

孝

正

包

@

1
2
4
7

ま
で
。

引
年
度
魚
津
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〈
後
期
〉
受
講
生
募
集

ジュニア ズ ム 体 操
教室名弓 道

トランポリン 夜の部 畳の部 朝の部

一般男・女 5歳児~小学生 高校生以上の女性 中高年婦人 一般婦人 対象

PM.6: 30-8: 30 PM.5: 30-7: 00 PM.7:Z0-8:50 PM.1:30-3:00 AM.1O:00 -11:30 時間

10名 50名 100名 50名 100名 定員

毎週火曜日 7Jく H翠 日 金曜日 曜日

魚津市弓道場 魚津市総合体育館 場所

(11回コース) (12回コース) (15回コース)

10 9 8 12 11 10 9 1211109 
期

月月月 月月月月 月月月月

7 2 19 3 12 1 3 573 5 

14 9 26 10 19 8 10 12141712 

21 16 17 5 19212419 

28 23 22 283126 
日

30 29 

2入，0∞館円科(な保し険、料道を具含不む用) l入，0∞館円料(保1回険料ごをと含20む円) 保険料 420円 入館料1回ごと 60円 受講料

魚津市総合体育館 ft22-1263 8月31日まで‘ 申込先

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

学
校
体
育
施
設
開
放
の

休
止
に
つ
い
て

う
ら
盆
に
よ
り
総
合
体
育
館
で
は
、

次
の
期
間
、
午
後
5
時
以
降
の
夜
間
利

用
を
休
止
し
ま
す
。

⑥

8
月
比
日
対
}

i

N
一
午
前
9
時
i
午
後
5

⑥

8
同
月
日
日
ふ
市
二

，仁

川

一
時
ま
で
開
館

⑥

8
月
日
日
正

」

な
お
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
は
、
午
前

次
の
期
間
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放

を
休
止
し
ま
す
。

マ
魚
津
ま
つ
り
8
月
7
日
附
i
8月
9
日

ω

マ

う

ら

盆8
月
比
日
側
1
8
月
日
日
出

(13) 
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⑧
⑥
⑤
⑫
 

に
2
、
3
度
は
屋
内
の
蛇
口
を
全
部
と

め
、
量
水
器
が
回
転
し
て
い
る
か
い
な

い
か
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。
回
転
し

て
い
ま
す
と
漏
水
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
早
急
に
指
定
工
事
庖
へ
連

絡
し
て
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

-
口
座
振
替
納
付
を
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て

従
来
、
水
道
料
を
口
座
振
替
納
付
を

き
れ
て
い
た
方
に
は
「
領
収
書
」
と
「
水

道
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
を
別
々
に

お
届
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
月
か

ら
、
こ
れ
を
一
枚
に
併
せ
て
量
水
器
設

置
場
所
に
検
針
員
が
お
届
け
す
る
こ
と
富
山
県
及
び
富
山
県
中
小
企
業
振
興

と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
協
会
で
は
、
今
年
昨
民
2
回
目
の
設
備
近

・
屋
内
の
漏
水
に
つ
い
て

代
化
資
金
、
設
備
貸
与
制
度
の
申
込
み

最
近
、
上
水
道
量
水
器
を
通
過
し
た
を
次
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
か
ら
、
早

屋
内
漏
水
が
増
え
て
い
ま
す
。
い
っ
た
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ん
量
水
器
を
通
過
し
た
水
量
は
、
み
な
マ
設
備
近
代
化
資
金

さ
ん
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
月

8
月
1
日
幽
1

8
月
初
日
附

平
和
の
願
い
を
こ
め
て
戦
没
者
追
悼
式

1
1
1
1
1リ
J
M・
・
・
目
・
・
電
』

魚
津
市
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
よ
川

山
一件

j

J

a
a
幽

旬

、
つ
に
挙
行
し
ま
す
。

一
ι

，

E
融

W
話
回目ザ

踊
・
圃
E
・

マ
と

き

8
月
ロ
日
…

ω

一
一式

一一

説

明

J
萌

調

司

午

前

日
時
加
分
か
ら
…

一億

A

一
国
一

心…ォ
‘

.A血マと
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

一議

E
dJブ
翁
伺

1

ま
た
、
8
月
日
日
幽
に
は
、
富
山
一

一泊
管
4
1¥11県
戦
没
者
糧
式
(
富
山
県

民

喜

一

…

厳

司
誌
穂

、Wi
-
-
h

大
ホ
ー
ル
)
及
び
全
国
戦
没
者
毒
…

市

一吋一

語

二

時

湘

式
(
日
本
武
道
館
)
が
挙
行
さ
れ
ま
い

…津

丈
一

'

識

す。

一

頭

E
誠
一
話

料
正
午
に
は
、
皆
き
ん
で
戦
没
者
を
一

ふ
一
一
‘
』
F

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
し
て
黙
と
う
山

一
一

宮
町
い
た
し
ま
し
ょ
っ
。

整理
募集職種 年齢 性別 貨 金 地区 人員

資格絞験
番号 その他

1 看護人 25-50 男
万円
大光寺 2 不 問10.75-12.5 

2 営 業 19-30 男 10-16 上村木 2 高普卒以上免

3 配達員 25-40 男 15.5 上村木 2 普高卒以上免

4 旋盤工 18-50 男 12.5-20 一 ケ 2 不 問

5 鉄仕上工工 18-45 男 10.05-18.35 背新潟海町県 2 経験者優遇

6 賄 婦 40-55 女 9.5 中央通り l 不 問

7 司霊耳務気・治受撃付 25-35 女 10.5 経団中町 l 事高卒務・経珠算験3者級

8 検出荷業務査 -35 女 9.5-11 道坂 3 高卒以上

9 縫 製 18-40 女 9.24-9.6 持光寺 5 不 間

10 衛歯生科士 20-25 女 10.5-11 上 口 1 高歯科卒衛以生上士

〈求人情報〉早急に人を求めていますグマ
設
備
貸
与
制
度
随
時

こ
の
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
観
光
課
ま

た
は
、
商
工
会
議
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ

会』い。
林
業
経
営
の
維
持
・

発
展
に
公
庫
資
金
を

農
林
漁
業
金
融
公
庫
で
は
、
林
業
経

営
資
金
と
し
て
、
長
期
、
低
利
の
融
資

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

事
告
京
の
目
的
や
、
種
類
に
よ
っ
て
融

資
条
件
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
融
資

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
川
森
林
組
合

(
宮

@
1
3
4
1
)
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〈求職情報〉

整理
希望職種 年骨骨 性別

希望
経験等 学歴 資 格

番号 賃金

1 大重織型運ま転た手は 52 男
20 フ同ヲ
運転手 2年 中卒 大け型ん引2種・大特

2 ーコン処ビ理ュ技ー術タ 44 男 20 コントピ業ュ務ー2タ6年ー 高卒 普簿免記 1・珠級算 1級ソフ

3 営業員 33 男 15 フフイス4年工 大卒 普 免

4 運大転型手 48 男 14 送迎 l年 高小卒 大 型

5 技ポイフ士ー 41 男 15 ポイフー2運3転年 高卒 級ボイ・危ラ険ー物技取師扱1 

6 炊事婦 52 女 10 食事の用5年意 中卒

7 雑務員 54 女 8 清掃員 1年 高小卒

8 一般事務 22 女 12 付添婦 1年 高卒 普免・珠算3級

9 事務員 28 女 9 営業係 10年 高卒 普 免

10 経理事務 25 女 10 経理事務2年 短大卒 普 免

緊急に職を探していますグ

今
年
も
、
ル
ン
ビ
ニ
園
よ
り
両
親
や

身
寄
り
の
い
な
い
必
名
の
子
供
達
が
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
子
供
達
と
一
夜
を
と
も
に
語
り

合
、
つ
家
庭
の
あ
た
た
か
さ
を
与
え
て
く

だ
さ
る
市
内
の
一
日
里
親
を
求
め
て
い

ま
す
。
希
望
の
方
は
、
左
記
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
実
施
日

8
月
お
日
出
i
払
日
制

マ
申
込
み
締
切
日

8
月
刊
日

マ
申
込
み
先

市
社
会
福
祉
課
内
一
日
里
親
事
務
局

宮
②

2
2
0
0
内
線

3
2
5

不
規
則
に
な
り
が
ち
な
食
生
活
の
改

善
及
び
相
互
の
交
流
を
目
的
に
、
栄
養

指
導
・料
理
講
習
・会
食
多
美
施
し
ま
す
。

マ

と

き

8
月
初
日

ω
午
前
日
時

マ
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

マ
対
象
者
一
人
暮
ら
し
老
人

(
臼
歳

以
上
)
で
男
性
の
方
及
び

父
子
家
庭
の
父

マ
負
担
金
二

O
O円
(
実
費
の
一
部
)

マ
申
込
み
方
法
電
話
で
市
社
会
福
祉

課
(
宮
②

2
2
0
0
内
線

m)
へ8

月
初
日
附
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
定
員
(
初
名
)
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

<ft 24-0365>へお問い合わせ ください。

(14) 



昭和61年 8月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

マ
試
験
区
分

⑥
中
級
一
般
事
務

・
保
母

・
臨
床
検

査
技
師
・農
業

・農
業
土
木
・

林
業

・
衛
生
工
学

・
司
書

⑥
初
級
一
般
事
務

・
学
校
事
務

・
響

察
事
務

・
婦
人
補
導
員

マ
第
一
次
試
験
日昭
和
白
年
刊
月
刊
日
制

マ
申
込
み
受
付
期
間

昭
和
日
年
8
月
幻
日
附
1
昭
和
日
年

農

故明 dZi道EE QQU 積重室2立金E 」? 量付あ
露-。円 ずじカりt 
ドと いと
言し まう
一 て し
同地 た
殿

魚族紹介
(116) 

魚;孝命e自然
、ーだま

9
月
刊
日
制
(
県
人
事
委
員
会
へ
)

受
験
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
県

人
事
委
員
会
(
8
0
7
6
4
@
6
1

6

6
内
線
3
0
7
)
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

⑨
ゆ
ず
り
ま
す

マ
バ
イ
ク
(
印
∞
、
ラ
ン
)
マ
ウ
イ
ン

ド
フ
ァ
ン
マ
タ
ン
ス
マ
オ
ー
ト
バ
イ

(ω
∞
)
マ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
マ
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
マ
エ
レ
ク
ト
l
ン
マ
ミ

シ
ン

(
2ム
ロ
)

⑨
も
と
め
ま
す

マ
乾
燥
機
マ
テ
レ
ビ
マ
バ
イ
ク
マ
す

べ
り
台
マ
机
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
婦
人

用
三
輪
車
マ
自
転
車
(
大
人
用
)
マ
ク

ラ
ツ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
マ
バ
イ
ク
(
印
∞
)

マ
乳
母
車
マ
ス
テ
レ
オ

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総

務
課
・不
用
品
活
用
相
談
所
宮
②

2
2

0

0
内
線

2
5
8
へ

N
T
T
魚
津
電
報
電
話
局

ωキ
ロ
を
超
え
る
地
域
に
お
か
け
に

な
る
場
合
、
終
日
、
約
4
割
引
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
抑
キ
ロ
を
超
え
る
地
域

に
お
か
け
に
な
る
場
合
、
午
後
9
時
か

ら
、
午
前
6
時
ま
で
の
聞
は
、
従
来
ど

お
り
深
夜
料
金
(
約
5
割
引
)
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
土
曜
日
の
ダ
イ
ヤ

ル
通
話
料
金
は
、
日
曜

・
祝
日
と
同
様

の
料
金
と
な
り
ま
す
。

お
間
合
わ
せ
は
二
六
番
へ
ど
う
ぞ
。

書品 街
頭
献
血

協
力
を

8
月
日
日

ω

午
前
日
時
i
午
後
3
時
初
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
前

実
施
地
域
・
・・・
・
・
下
野
方
地
区
(
友
道
・

大
光
寺
)
点
検
に
は
県
L
P
G
協
会
魚

津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。

宮
@
5
3
4
0

近
年
の
農
業
機
械

化
の
進
展
に
伴
い
、

農
作
業
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

安
全
作
業
で
実
り

の
秋
を
む
か
え
ま
し

ト
A
F
A
J

。

秋の

農作業安全運動

期間 8月20日~
10月10日

昭和61年度
市民税

県民税

の第2期納期
限は

9月1日です。

⑨
守
ろ
う
5
つ
の
奮
い
⑥

@

機
械
の
点
検
、
調
整
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
す
。

@

使
う
前
に
、
取
扱
説
明
書
を
必

ず
読
み
ま
す
。

@

機
械
の
日
常
点
検
、
定
期
整
備

を
忘
れ
ま
せ
ん
。

@

見
込
み
運
転
を
さ
け
、
確
実
に

操
作
を
行
い
ま
す
。

@

服
装
は
作
業
に
合
わ
せ
て
、
き

っ
き
り
し
た
も
の
に
し
ま
す
。

ぐ議議巻善意識行へのご二¥〕
ふ三に叩，，<敬称略

内生 宏上口二丁目 30，000円

沢田哲夫横枕 10，000円

関口幸典文化町 50，000円

有沢武雄 10，000円

船屋幸弘平伝寺 150，000円

米沢花子道坂 20，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

丸本あき 2，500円

虎谷善四郎本新 10，000円

法華経道場 2，154円

水尾之三吉野 50，000円

相馬庄八相ノ木 100，000円

富山県移動商業組合富山支部

理事長倉田行雄

全日本郵政労働組合

全郵政魚津支部支部長箆伊猛

青婦協議長藤田祐司 25，898円

匿名 1，000円

北 一美富山市針原中町 20，000円

魚津銀金塗装整備工場 5，000円

笠木寿美子本江元町 30，000円

匿名 10，000円

林 利明中央通り一丁目 30，000円

川上 勉北鬼江 30，000円

南 嘉雄村木町 50，000円

沢田哲夫横枕 10，000円

米田文子中央通り二丁目 50，000円

石崎彦雄立石 30，000円

米山 清横枕 30，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の

都合で一部次の号以降になります。

10，000円

(15) 
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V魚津市民健康展

7月13日から 3日間、市健康センターで健

康展が聞かれた。会場では、コンビューター

による生活、栄養診断や、歯の相談、家庭看

護用品の展示、体力測定などが行なわれ、約

500人の市民の方が訪れ、健康と体力づくりを

学んでいた。

魚
津
市
無
縁
塔
無
縁
仏
に
、
御
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安当巳
フl'

魚津市連合青年団によ る青年祭が、7月13日

市民会館で開催され意見発表、コーラス、郷土

芸能などに若さあふれる発表を行った。また、アフリカ難民

のためのチャリティバザーや、献血、ガラクタ市も同時に行

なわれた。

写真は一般市民も参加して行なわれたチャリティバザー。

年A青

V青りんごの収穫始まる

7月19日、加積地区のりんご園で早生種で祝

と呼ばれる青りんごの収穫が一斉に始まった。

この後つがる、スターキング、ふじなどが

12月頃まで次々に収穫され私達の味覚を楽し

ませてくれる。

企里孫の集い
7月22日新川ヴィーラで、新川女子高校、桜井高校女子生徒40

人が慰問して、皇孫の集いが聞かれた。新川ヴPイーラ、新)11ハイ

ツのお年寄り 26名と縁組を行ったあと、歌やゲームをして楽しい

ひと時を過ごしました。縁組をした生徒たちは、今後、同ホーム

を訪れお年寄りたちの話し合いてとして活動します。

。。

夏
は
夏
ら
し
い
が
よ
い
。
そ
の

う
え
豊
作
と
く
れ
ば
、
少
々
の
暑

さ
は
喜
ん
で
が
ま
ん
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

夏
の
服
装
は
、
昔
と
今
で
は
男

と
女
が
逆
に
な
っ
た
。
『
夕
涼
み
よ

く
ぞ
男
に
生
れ
け
る
』
の
句
も
、
ち
か
ご
ろ
は

『
よ
く
ぞ
女
に
』
と
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
薄
物
を
ち
ょ
い
と
上
体
に
ひ
っ
か
け
た

ま
ま
で
歩
く
女
性
を
見
る
と
、
男
は
こ
の
嘆

を
深
く
す
る
。
し
か
し
、
男
も
家
へ
帰
る
と

や
は
り
『よ
く
ぞ
男
に
』
と
思
う
。
男
の
場
合

は
ど
う
も
夕
涼
み
に
限
っ
て
い
る
よ
う
で
、

勤
め
に
出
る
時
は
何
や
か
や
と
余
計
な
物
を

身
に
ま
と
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
女
は
洋
装
な

ら
ほ
と
ん
ど
半
裸
で
ど
ご
へ
で
も
ま
か
り
出

ら
れ
る
の
だ
か
ら
、夏
の
外
出
は
女
の
天
下
。

う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

男
の
夏
の
服
装
も
、
南
方
風
俗
を
移
し
て

半
シ
ャ
ツ
、
半
パ
ン
ツ
で
天
下
御
免
の
時
代

も
あ
っ
た
が
、
半
パ
ン
ツ
は
姿
を
消
し
て
長

ズ
ボ
ン
に
な
っ
た
。
こ
の
暑
さ
で
も
ネ
ク
タ

イ
を
キ
チ
ン
と
し
め
上
着
を
つ
け
て
い
る
人

が
案
外
多
い
。

キ
チ
ン
と
身
づ
く
ろ
い
し
て

い
る
の
が
一
つ
の
消
夏
法
、
と
の
人
生
哲
学

を
持
し
て
い
る
人
も
あ
る
。
日
本
の
夏
は
湿

気
が
多
く
て
温
度
以
上
に
暑
苦
し
い
の
だ
か

ら
、
風
土
に
適
し
た
夏
姿
を
考
え
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

編集予

印刷/魚津印刷株式会社

置置彊圏-

7.9km 

編集/企画広報室

人(前月対比)

23，996 (+ 6) 

25，967 (+20) 

49，963 (+26) 

13，617世帯

200.75ma 

(6月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


